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Ⅰ新技術の解説

１要旨

製パン適性の高い新品種「ゆきちから」の品質を高めるための適正な播種時期・播種量・施肥量につ
いて明らかにした。

(1) 「ゆきちから」の播種期は、中通り・浜通りは10月下旬、会津では９月下旬から10月上旬が適し、播
種量８kg/10a程度で品質・収量が安定する。

(2) 「ゆきちから」の基肥窒素量は10kg/10aとし、多収と子実の高蛋白化のためには、幼穂形成期と出
穂期に窒素成分各３kg/10aの２回の追肥が効果的である。

(3) 成熟期の穂数が800本/㎡以下の範囲では倒伏がみられず、穂数に比例し収量は増加する。この
ため越冬後の生育量が不足している場合や、倒伏のおそれがない場合には、幼穂形成期追肥の
増量や減数分裂期追肥の施用も効果的である。

２期待される効果

「ゆきちから」の高品質化により、製パン適性の高い小麦の生産が図られる。

３適用範囲

対象地域は、福島県の会津平坦部および中通り・浜通り地方とする。

４普及上の留意点

播種法は、ドリル播きとする。 
生育量が多すぎる場合、倒伏することがあるので、基肥量は過剰にしない。
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